
  

                                                                          

2019年 10月吉日 

報道関係各位                                    特定非営利活動法人 放課後ＮＰＯアフタースクール 

 

 

 

放課後NPOアフタースクール(東京都港区)とソニー株式会社(東京都港区)が協働で行う、子どもの「教育格差」の縮小に向

けた取り組み『感動体験プログラム』。そのひとつ、ソニーの映像技術を活用した仮想(VR)空間「Warp Squareで異文化

体験」ワークショップを11月6日(水)に埼玉県八潮市立八条北小学校にて開催します。 

 

■教育格差の縮小に向けた取り組み「感動体験プログラム」 https://npoafterschool.org/kando/ 

子どもの教育・体験機会の格差縮小を目指し、小学校の放課後において「感動体験プログラム」を実施しています。

ソニーグループの技術やコンテンツと、教育現場の経験豊富な放課後NPOアフタースクールの強みを掛け合わせ、7

種類のワークショップを通じて子どもたちに感動体験を提供することで好奇心や創造性の向上を目指します。 

 

 

 

   

 

 

 

■「Warp Square」(ワープスクエア) 

「Warp Square」とは、超短焦点プロジェクターによる映像を壁面に投影することで、部屋そのものを仮想(VR)空間

にするソニーの映像システム。その仮想空間において世界の様々な国をワープして巡り、異文化を体験します。360

度の没入感あふれる映像と音を通して子どもたちの好奇心を刺激し、世界に対する興味・関心を育みます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材案内 

[2019年10月9日実施「Warp Squareで異文化体験」ワークショップの模様] 

360度の大迫力映像に子どもたちが感動！「ワープ！」の声で世界中にひとっ飛び 

足立区立保木間小学校にて、「魔法のカンドー王国 住む国を決めるのはキミだ！～ワープで世界の魅力を見つけ

よう～」を実施しました。当日は、小学1年生から5年生までの41名の子どもたちが参加。カンドー王国の100年

に一度の引っ越し場所を探すために、ソニーの映像技術を活用した仮想（VR）空間「Warp Square（ワープスク

エア）」を使って魅力あふれる世界の国々を冒険します。子どもたちからは「ワープする時がドキドキした。」

「いろいろな国に興味をもてた。」「次はちがう国に行ってみたい！」といった感想がありました。

 

ソニーの仮想空間「Warp Square」が小学校に登場！ 

大迫力の映像で、子どもたちに「感動体験」を 
日程：2019 年 11 月 6 日(水)  於：八条北小学校(埼玉県八潮市) 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次回開催のご案内◆ 

日時：2019 年 11 月 6 日(水)15:00～16:30 
場所：埼玉県八潮市立八条北小学校(〒340－0801 八潮市大字八條 1150番地) 

内容：「VR 空間 『Warp Square』で異文化体験！」 

＜当日の流れ＞ 

1.導入(15 分)  

スタッフが今日のプログラムのストーリーと、参加ルールを説明。個性的な登場人物とわくわくするストーリーに、子どもた

ちはあっという間に引き込まれます。 

2.「Warp Square」体験(20 分)   

グループごとに VR空間「Warp Square」の中に入り、ワープしながら世界各地を巡っていきます。 

3.発表(20 分) 

ワープした国について調べたことを、チームで協力しながら用紙にまとめ、最後に発表します。 

 

[2019年10月9日実施「Warp Squareで異文化体験」ワークショップ参加者アンケート結果] 

世界や新しいことに対する子どもたちの関心、科学への興味もアップ！ 

●Q.ワープスクエアで世界をみて、いろんな場所に行きたい、または知りたいと思いましたか？  

 

●Q.自分の知らないことや新しいことに出会ってワクワクしましたか？ 

 

●子どもたちの声 「360 度の映像を見ながら勉強したのが楽しかった！」 

「(今回は)モロッコに行ったから次はちがう国にも行ってみたいです。ワープっていうと場所がかわるのが楽しかっ

た。」「次は、北極や南極に行ってみたいです。」「360 度カンボジアの様子を見ながら勉強したのが楽しかったです。」 

●実施団体担当者の声 「子どもたちの自己肯定感の向上が見られました。」 

「1 年生の多いグループでしたが、みんな静かに興深く聞いていて驚きました。」「360 度の映像が迫力でした。」 

「発表をした児童が誇らしげでした。自己肯定感の向上があったと思います。」 

1:とても思う

2:まあまあ思う

94%の子どもたちが

「世界のいろんな場所を知りたい」

と回答

94％！

1:とてもした

2:まあまあした

100%の子どもたちが

「新しいことにワクワクした」

と回答

100％！

次頁：ご取材お申込用紙 

ｎ=40 

ｎ=40 



  

FAX、メール、フォームのいずれかからお申込みください。 

<11月5日(火)〆切> 

ＦＡＸ ： 03-6721-5044  

メール ： press@npoafterschool.org 

フォーム：https://bit.ly/2oXtOUF 
(右記 QRコードからもお申込いただけます) 

特定非営利活動法人 放課後 NPO アフタースクール行 

□11 月 6 日(水)Warp Square の取材を希望する（計  名）☑︎をお願いします。 
  

※当日、お車での来校はご遠慮ください。 
※いただいた情報は出欠確認および今後のイベント情報リリースなどに使用させていただきます。  

< 貴 社 名 ・ 部 署 名 >  

< 媒 体 名 >  

< ご 芳 名 >  （計   名） 

< 撮 影 希 望 > □スチール □ENG 

<ご連絡先> 

ＴＥＬ： ＦＡＸ： 

Ｅ-Ｍａｉｌ： 携帯電話： 

ご住所： 

< 備 考 欄 >  

本件に関するお問合せ先 

特定非営利活動法人 

放課後 NPOアフタースクール 

後藤 

 

TEL:03-6721-5043 

MAIL:press@npoafterschool.org 

子どもたちの健やかな成長のために～放課後改革に挑戦～ 

 昨今、学童保育の不足が社会課題として深刻化。子どもにとっての学

びある豊かな時間が保証されていない現代の放課後は、子どもたちのチ

ャレンジ意欲や自己肯定感を低下させています。 

 私たちは、学校施設を活用し、地域の大人=「市民先生」と共に本物

の技や知恵を子どもたちに届けるアフタースクールを展開。また、様々

な企業等と協働し、社会全体で子どもを育てることに挑戦しています。

（年間のべ20万人以上の子どもが活動に参加） 

アフタースクール開校数：20校／連携企業200社以上／市民先生5,000人以上 

ご取材申込書 

アフタースクール、全国で！ 


